
（別紙様式）

達成度

評価対象 評価項目 具体的数値項目
自己
評価

外部アン
ケート等 総合

①　総合学科高校として特色あるキャリ
ア教育活動に満足している生徒が80%以上
である。

・１年次では系列や科目のガイダンスを充実させ、興味関心や進路希望との
齟齬をきたさないよう二者面談や三者面談等でしっかりと確認する。また、
キャンパス・企業見学やインターンシップを実施し、事前・事後学習にも積
極的に取り組ませ、自らの将来を考えさせる。
・２年次では、「自己探究セミナー」を通して自らを客観視し掘り下げさせ
るとともに、１年次に選択した系列ごとの学習の充実も図ることで、主体的
に進路選択を考えられるように働きかける。
・３年次では、できるだけ早くから二者面談等を行い、進路目標達成に向け
ての具体的な取り組みができるような準備をさせる。

A A A

・系列・科目ガイダンスを充実させるとともに二者面談・三者面談により、多くの生徒が
納得した選択を行うことができた。キャンパス・企業見学やインターンシップ、福祉交流
や外部講師による進路講話も各学年で実施でき、自身の進路について考える機会を持たせ
ることができた。

②　学校の諸活動に意欲的に取り組んで
いると感じている生徒が80%以上である。

・部活動や体育祭等の学校行事を通して、学校への帰属意識を高める。入学
式や体験学習会などの学校行事で生徒に係業務をさせたり、発表の機会を設
けるなど、生徒に積極的に学校行事に関わらせる。 B A A

・今年度は文化祭の年であり、コロナ禍の影響もなく実施することができた。生徒が模擬
店等、各企画に積極的に取り組む姿が見られ、過去最高の１０００人を超える来場者数と
なった。引き続き、生徒が主体的に取り組める行事などの機会を設けたい。

２　生徒の主体的な学
びを引き出す「総合的
な探究の時間」（総合
研究）を行っています
か。

③　一連の学習活動（課題設定、調査・
研究、まとめ、発表等）を主体的な学び
であると自己評価している生徒が80%以上
である。

・学年ごとのキャリア教育指導用ワークシートを活用し、生徒自らが設定し
た課題解決に向けたテーマに沿った「研究」が３年間を通してできるよう、
導入時からの指導の充実を図る。
・相互に研究成果を発表させることですべての生徒に刺激を与え、主体的な
学びに対する意欲を喚起する。

B A A

・「産業社会と人間」、「自己探究セミナー」、「総合研究」において、多くの生徒が主
体的かつ意欲的に取り組み、自分自身についてまたは自身の興味のあるテーマを深く考
え、まとめさせることができた。この総合的な探究の時間を各学年ごとに連結させていく
工夫が必要である。

④　目的意識を持って主体的に学習や資
格取得に取り組み、自らを成長させよう
と努力している生徒が80％以上である。

・進路指導部や総合学科推進部と連携し、キャリア教育と結びつけながら、
授業や資格取得への意識を高める。
・各教科と連携し、希望者に対して放課後に検定等の補習を実施するなど、
計画的に指導する。

C B B
・系列ごとに、積極的に資格取得に取り組む生徒の姿が見られた。
・資格取得や検定合格を進路と結びつけて、今後も積極的に挑戦させたい。

⑤　学習に対する達成感・満足感をもっ
ている生徒が80％以上である。

・１年次に国語、英語、数学を中心に少人数・習熟度別授業を実施し、基
礎・基本の定着を図る。
・ＩＣＴ機器を効果的に活用し、誰にとっても分かりやすい授業展開を実施
する。

B B B
・多くの授業でＩＣＴを活用し、生徒が主体的に学ぶことができるよう積極的に授業改善
に取り組んだ。
・昨年同様オンライン授業の体制を整え、生徒や保護者の要望に合わせて実施し、授業の
遅れを最小限に抑えることができた。

⑥  職員会議や学年会議において、生徒
に関する情報交換を月に１～２回程度
行っている｡

・定期的に、職員会議や分掌・係・学年などの会議をして、些細なことでも
生徒に関する情報交換をすることで、全職員の共通理解を図る。 A - A

・職員会議、運営委員会、学年会議、各分掌会議と生徒の状況を把握する機会があり、定
期・不定期の情報交換がされている。また、議事録を管理職に必ず提出して、教職員全体
で情報共有できるようにしている。

⑦　部活動等への加入率が70%以上であ
る。

・部活動紹介や部活動見学の際に、部活動をする意義を伝えると共に、魅力
ある活動を通して加入率を高める。 B C C

・部活動加入率は６８％である。現状を継続するとともに、新入生に対する部活動紹介の
内容を充実させて、来年度以降は７０％以上の加入率を達成したい。

５　学校はいじめの防
止や早期発見に向けた
取り組みを積極的に
行っていますか。

⑧　いじめの解消率が90％以上である。 ・学校いじめ防止基本方針、学校いじめ防止プログラム、学校いじめ対応マ
ニュアルを生徒、保護者に周知し、未然防止、早期発見、早期対応を徹底し
て、いじめの根絶を図りたい。 A C B

・今年度のいじめ認知件数は９件であった。いずれも「いじめの疑い」の段階や、早期の
対応により、大きなトラブルにならずに、解消及び解消に向かっている。教職員に対して
は、いじめ防止対策推進法によるいじめの定義の確認やいじめが発生した際の対応方法に
ついて研修し、周知している。

６　生徒は規則正しい
学校生活を送っていま
すか。

⑨　基本的生活習慣を身に付け、服装頭
髪など身だしなみがしっかりしている生
徒が90％以上である。

・基本的生活習慣の確立、挨拶や身だしなみについて生徒の意識を向上させ
るように、全職員が共通理解のもと指導する。 C A B

・年５回の定期試験最終日などを利用して、定期的・組織的に服装・頭髪指導を行ってい
る。身だしなみ指導については、教職員が同一歩調で、生徒へ公平な指導ができるよう
に、身だしなみ指導体制の再構築の検討を実施したい。

⑩　家庭と連携を図ることで、生徒の遅
刻者数は、１日平均１％以内である。

・遅刻が続く生徒に対しては、担任から家庭に連絡を入れることを徹底し
て、遅刻から欠席につながることがないように、早期対応をする。 B A B

・教職員が毎朝生徒玄関前に立つことで、時間に対する認識の甘さや、気の緩みなどがな
いように指導している。規則正しい生活を送ることの大切さを理解させ、社会の中で信頼
される人間作りを心がけていきたい。

⑪　「自己の生き方」と「将来の職業」
との関連を幅広く考えさせる活動を実施
し、進路実現に向けて積極的に取り組ん
でいる生徒が80％以上である。

・各行事やテストを実施後、自己に対する理解と課題を発見させ、成長を促
す。
・総合的な探究の時間とLHRを効率的に組合せ、３年間を見通した一貫性のあ
るキャリア教育を実施する。その際に「高校卒業時の進路」を「その後の自
己の生き方」につなげるための考察の機会を各学年に必ず設ける。

A A A

・進路実現に向け積極的に考えている生徒について全体の回答結果は向上している。今後
も他分掌と連携し、現状を把握した上での指導計画を考察し、３年間の総合的な探究の時
間の計画について、生徒の実情に即したキャリア教育を実現していくことを目指したい。

⑫　生徒の将来の志望について理解して
いる保護者が80%以上である。

・三者面談で、進路希望について必ず確認する。
・進路希望調査実施前に家庭で保護者と進路について相談させる。 A A A

・将来の進路志望の理解について、理解しているという回答が生徒９３％に対し保護者が
９０％であった。昨年度は７％の差があったが、この差を少なくすることができた。今後
も三者面談等で確実に確認していけるようにしたい。

８　適切な進路情報を
提供していますか。

⑬　進路だよりを必要に応じて随時（年
間１２回以上）に発行している。

・進路だよりを毎月発行し、本校卒業生の進路状況や学習状況、入試の動向
や求人状況など、進路関連情報を提供する。
・発行の際は一斉メールで保護者に連絡し、Ｗｅｂページにアップする。
・生徒の進路希望別に随時集会を設け、情報の提供を行う。

A B B

・必要に応じ随時発行することはできたが、外部アンケートでの評価が低かったため、分
掌内での役割分担を明確にし、発信する情報をより深いものにしていきたい。

⑭　定例会議を月１回以上開催する。 ・悩み等を抱えている生徒の職員間の情報共有とそれに伴う迅速な初動対応
ができるように、解決に向けてチームで協働する。特に、学年会議での生徒
情報を定期的（会議形式、回覧形式）に係で共有する。 A A A

・原則、定例会議を実施し、生徒の情報交換や教育相談に関する業務等を共有した。実施
が難しい時は、学年会議での生徒情報を回覧し情報共有を図った。次年度は、可能な限り
定例会議を時間割に組み、チームとして協働する体制を強化したい。

⑮　教育相談通信・スクールカウンセ
ラー通信を定期的（年間６回以上）に発
行する。

・生徒や保護者のニーズにあった内容のＳＣ通信並びに教育相談通信を発行
する。また、係職員が輪番制で作成することにより、内容の幅を広げ、効果
的な情報発信を行う。

A C A
・定期的に発行することはできたが、外部アンケートでの評価が低かったので、生徒や保
護者のニーズにあった内容の掲載を心がけ、情報を提供できるようにしていく。

⑯　学校の教育活動を地域及び関係機関
の方々に理解してもらうために「学校公
開」を年３回以上実施している。

・授業公開や体験学習会など、多くの方に興味を持っていただけるよう、内
容を工夫する。
・学校の教育活動を伝えるために学校通信を発行する。
・Ｗｅｂページの内容を充実させる。

A A A
・授業参観や授業公開を実施した。また、オープンスクールでは施設見学を生徒が行うな
ど、生徒の活動を多くの方々に見ていただくことができた。
・学校通信を定期的に発行し、生徒や保護者、中学校へ発信することで、学校の教育活動
を知っていただくことができた。今後も発信を続けたい。

⑰　ＰＴＡ総会、学年保護者会等に積極
的に参加している保護者が80%以上であ
る。

・ＰＴＡ総会、ＰＴＡ諸会議、マナーアップ運動、ＰＴＡ研修会などのＰＴ
Ａ活動をより参加しやすいよう改善を図り、各学校行事に家庭や地域社会が
積極的に関われるよう、魅力的な内容となるよう改善を進める。
・ＰＴＡ新聞通じて本校の諸活動や生徒の様子を広く家庭や地域に伝える。
また、Ｗｅｂページやオクレンジャーを効果的に活用し、広報活動や連絡を
徹底する。

A D B

・ＰＴＡ総会や学年部会、ＰＴＡ研修会等も役員を中心に滞りなく行うことができた。Ｐ
ＴＡ新聞作成においては、写真選定をオンライン形式にすることで、全ての役員に参加し
ていただいた。マナーアップ運動も年１回になったことで、多くの役員が参加していただ
いた。今年は文化祭も行われ、コロナ禍前の状態に戻り、役員が協力して、食べ物を提供
するブースを担当いただき大盛況であった。今後も対面で参加していただく行事もある
が、Ｇｏｏｇｌｅフォームなどを活用し、保護者への負担軽減を図りつつ学校への協力や
理解が得られるよう努めたい。ＰＴＡ総会を含め、ＰＴＡ活動について見直す時期にきて
いると考える。

11　家庭、地域社会の
教育力を活用していま
すか。

⑱　保護者や地域社会の人を講師とした
講演会などを年３回以上実施している。

・各系列の学習内容や生徒の興味、関心(特に進路)に合わせてテーマを選
び、講演会を実施する。 A - A

ＰＴＡ研修会では、県内の大学や短大、元ＰＴＡ会長を講師とした分野別進路研修会を今
年度も実施することができた。今後も実態に即した講師の選定や企画を考察したい。

12　ＩＣＴを活用した
指導を行っています
か。

⑲　ＩＣＴを活用した授業に満足してい
る生徒が80%以上である。

・ＩＣＴ機器を効果的に用いるとともに、Ｇｏｏｇｌｅクラスルームの活用
を推進する。また、オンライン授業の体制を整える。 A A A

・プロジェクター等の機器を活用し、生徒がわかりやすい授業を行うことができた。ま
た、オンライン授業の体制を整えることができた。
・Ｇｏｏｇｌｅクラスルームを積極的に活用し、各種通信等の情報発信を行うことができ
た。

13　ＩＣＴを活用した
業務改善を行っていま
すか。

⑳　オンラインによるアンケートを３回
以上実施している。

・学校評価アンケート、授業アンケート、学校行事の振り返り等、オンライ
ンで実施する。 A A A

・各種アンケートにＧｏｏｇｌｅフォームを活用した。また、３年の総合研究においても
活用する生徒が多かった。

・主体的な自分を伸ばす気持ちを持たせることは大切であり、
総合研究のさらなる内容や質、発表力の向上を期待している。
総合評価をフィードバックすることも大切である。

・生徒の姿が明るく、凛とした姿勢を感じた。学習成果発表会
では生徒がしっかりと発表を聞いており、学校がとても良く
なったと思う。また、挨拶ができていることも良いことであ
る。
・学習成果発表会では、発表者は堂々と発表しており、聞いて
いた生徒も刺激を受けている。興味のあることを探究していく
ことは楽しく、この会場で発表することで達成感があるのでは
ないか。素晴らしいことである。
・学習成果発表会では、発表がとても聞きやすく、伝えたいこ
とがきちんと伝わる発表であった。総合学科の良さや、アン
ケート評価Ａにつながっていると感じた。

・進路実現率が目覚ましくアップしたのは先生方の努力の賜物
である。コロナが５類に移行されたことや働き方の多様化もあ
り、保護者の考え方が柔軟になり様々な選択肢があることを理
解していただけていると思う。
・進路実現には手のかかる生徒がいる中で、先生方は大変な思
いをしていると思う。中学校も私立やサポート校への進学が多
くなり、配慮が必要な生徒が増えている。手厚く支援をしなが
ら、それに見合うような進路選択ができるよう、青翠高校は生
徒を支えてくれている学校であり、感謝している。
・３年生になるまでに進路希望が変わった生徒へのフォローを
お願いしたい。

・カウンセリング利用者が他校より多いが、青翠高校は子ども
の悩みを早めにキャッチし、それを克服する実体験につなげる
などの手厚いフォローをしていることをもっとアピールすれ
ば、保護者も安心して子どもを預けられるのではないか。

・地域の夏祭りなどの行事に、青翠高校の部活動にも出演して
もらい、盛り上げていただいた。大変好評で、来年度もお願い
したい。
・ＰＴＡ活動では、仕事をしている保護者も多く、参加したく
てもできない場合がある。ＰＴＡ本部役員は小学校からしてい
る方がほとんどで、役員をしてもらえる保護者もある程度決
まってしまう。ＰＴＡ活動自体を見直す時期にもきているだろ
うが、オンラインで実施するなどの参加しやすいＰＴＡ活動を
考えていただきたい。ただ、ＰＴＡ総会までオンラインにして
しまうと、集まる機会が減り、寂しいことである。
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７　計画的な指導を
行っていますか。

Ⅴ　日常的な相
談活動が充実し
ていますか。

９　組織的・継続的指
導を行っていますか。

Ⅰ特色ある学校
づくりに努めて
いますか。

１　特色ある教育活動
（授業等）を行ってい
ますか。

Ⅱ　生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

３　基礎・基本の定着
を図る指導が充実して
いますか。

達成状況のまとめ及び次年度の課題方　　　　　　　策 学校関係者評価
羅　　　　　　　　　針　　　　　　　　　盤

Ⅶ　教育デジタ
ル化に努めてい

ますか。

Ⅲ　生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

４　組織的・継続的な
指導を行っています
か。

Ⅵ　開かれた学
校づくりに努め
ていますか。

点検・評価

10　家庭、地域社会に
積極的に情報発信をし
ていますか。

Ⅳ　生徒の主体
的な進路選択に
ついて適切な指
導をしています
か。

・遅刻が多いということで、私立学校のようにバスなどを運行
することは難しいと思うが、今後も粘り強く対応をお願いした
い。
・自己評価と外部評価がＡとＣで２段階の差があるのはなぜ
か、現状の分析と今後の対応をお願いしたい。
・部活動は生徒も興味があり、、楽しいものだと思うので、生
徒からアンケートをとるなどして生徒の希望の活動内容や、
ズームでの活動などもできると良いのではないか。
・部活動もバイトもしたいという生徒や、遠方から通学してい
ることなどが、部活動の加入率に影響を与えていると思われ
る。今ある部活動だけでなく、自分のやりたいことを部活にで
きれば加入率は増えるだろう。


